


















































桜 井 幹 夫
我々は252cfからの高エネルギーγ線の測定により,自発性核分裂に伴う制動輯射過雀の存
在を見出している｡これまで,このような核分裂に伴う制動柘射を測定した例はなく,自発性
核分裂とは異なった系での制動輯射の存在を確かめることがまず大切である｡
我々は197Au+160(E160-100MeV)反応による高温原子核の核分裂に伴う高エネルギー
r線の測定を行った｡得られたγ線スペクトルには,励起 した複合核及び分裂片のγ崩壊によ
る成分と共に,我々が制動輯射過程によると考えている100MeV以上の領域にまで連続するγ
線が見出された｡制動福射の収量は核分裂のダイナミクスに大きく依存するが,今回我々の得
た収量は,自発性核分裂の場合とほぼ同じであった｡
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